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研究成果の概要（和文）：頭頸部痛患者と顎関節症患者を比較し，鑑別に有用となるデータを検索し

た．本研究の結果から，習慣性開閉口運動を行わせる際，一番はじめの開口時には頭部と下顎の動

き始めるタイミングが健常者と比較して，顎関節症Ⅲa 型患者の方が早く動き始めていた（Cranio 

2012, 272-279）他の研究グループでは，健常者と比較して，鞭打ち症患者では頭部が遅く動き始め

るという研究結果と合わせると，本研究の結果は，顎関節症Ⅲa 型患者と鞭打ち症患者の鑑別に有

用となる可能性が考えられる．さらに，顎関節症患者の頭部回転中心については，これまで報告が

ないが，健常者と比較し，その頭部回転中心がばらつく傾向のあることが明らかになった（Journal 

of Biomedical Graphics 誌に報告予定）． 

 

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to detect significant differences between 

temporomandibular disorder and other head and neck discomfort in patients in order to more 

clearly diagnose and describe these diseases. In our results, during the first mandibular opening 

cycle, head movement in the TMD group with DDWR (patients showing disc displacement with 

reduction) preceded mandibular movement by a more significant margin than the control group 

(Cranio 2012, 272-279). Other studies have shown that in patients with whiplash-associated 

disorders, head movements were delayed in relation to mandibular movements during first 

opening cycle. These might be useful in differentiating between TMD symptoms and those of 

other head neck ache problems. Moreover, the distribution of head movement rotational centers 

in TMD patient tended to differ from that of the control group. 
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１． 研究開始当初の背景 

近年，顎関節症は広く周知されるようになり，

顎関節や頭頸部に痛みのある患者の多くは歯科

を受診するようになっている．しかし，顎関節

や頭頸部に痛みを訴える患者のうち約 1～3 割

ほどが非顎関節症と診断され，最終的な診断ま

でに時間を要することが多い．さらに，このよ

うな患者の中には，頸椎症あるいは脳脊髄液減

少症などの診断を得た者もおり，顎関節症との

鑑別診断をするための学際的な診断システムの

構築が必要であった． 

 

２． 研究の目的 

顎関節や頭頸部の痛みに対し，その原因が顎

口腔機能に関連するもの（顎関節症）か，ある

いはそれ以外の疾患であるかを鑑別する低侵襲

の診断システムを構築する． 

 

３． 研究の方法 

１）習慣性開閉口運動時の顎関節症患者Ⅲa 型

患者の頭部運動と下顎運動様相について 

対象は，顎関節部，もしくは頭頸部の痛みを

主訴に新潟大学歯科を受診した患者のうち，本

研究の趣旨に同意を得られた者 10 名とした．

いずれの患者も復位性円板転位の患者である．

これらの患者に対し，下顎と頭部の運動を，6

自由度顎運動測定装置 TRIMET（東京歯材社）

を用いて記録した．（サンプリング周波数は

100Hz）下顎の代表点は下顎切歯点，上顎の代

表点は上顎切歯点とした．顎関節症患者には痛

みを感じない程度の開口量と頻度で 10 秒間の

習慣性開閉口運動を指示した．一方，健常者 11

名には開口量 10~20mm で頻度が 1~3Hz の習

慣性開閉口運動を 10秒間指示した． 

 得られた運動データのうち，Z 軸（運動の垂

直成分）成分を時系列表示し，頭部と下顎の動

き始めるタイミングを調べた．１～１２回目の

開閉口運動を分析に用いた．下顎は垂直成分が

10 ポイント以上連続して減少し始める最初の

点 Smを下顎の開口開始点とした．一方上顎は，

垂直成分が 6ポイント以上連続して増加し始め

る最初の点 Sh を頭部の開口開始点とした．頭

部開口開始点と下顎開口開始点を比較し，

Sh-Smを開始点時間差として算出した． 

 

 

２）３）歯牙に測定装置を付けられない患者に 

対する新しい測定方法の模索と健常者 

の体幹運動の解明について 

下顎と頭部の運動記録は，にて行った．（しか

し，測定装置を固定する歯牙が十分残存してい

ない場合には，モーションキャプチャを用い

た．）また筋活動を記録する場合には，下顎と頭

部の同時測定を行うため，Win Jaw システム

（zebris）を用いた． 

  

４． 研究成果 

１）習慣性開閉口運動時の顎関節症Ⅲa 型患者

の頭部と下顎の運動様相について 

習慣性開閉口運動時において，最初の開口運

動時には頭部と下顎の動き始めるタイミングが

健常者と比較して，顎関節症Ⅲa 型患者の方が

早いことが明らかになった（Cranio 2012, 

272-279 

 

しかし，純粋な鞭うち症患者が十分集められ

なかったこともあり，顎関節症Ⅲa 型の患者，

鞭うち症患者，健常者の 3群の比較を行うこと

はできなかったため，これは今後の課題とした

い． 

習慣性開閉口運動時の頭部回転中心は健常者

と比較して顎関節症患者のほうがばらつく傾向

のあることが明らかになった（ Journal of 

Biomedical Graphics 誌に報告予定）． 

 

２）歯牙に従来の測定装置がつけられない患者

に対する新たな測定方法の試行 

 本研究を進める中で，顎関節症患者や頭頸部

痛患者に対し，従来の頭部運動，顎運動の測定

方法では，測定装置を接着するための歯牙が無

い者に対し対応できないという問題が生じてき

た．一部の症例では下顎運動を測定するために，

上顎の歯牙に固定源を求めない Win Jaw シス



テム（zebris）なども用いたが，全く歯牙のな

い全部床義歯の患者では口腔内にクラッチを接

着する従来の顎運動測定装置では測定が不可能

であった．そこで，新たに，皮膚にマーカーを

貼付し，測定点と非接触で運動を測定できる，

モーションキャプチャを顎運動の測定に応用す

ることも試み，開口運動については，皮膚上の

２点間距離を計測することで開口量が割り出せ

る可能性のあることが明らかになった． 

 

 

 

 

３）健常者の体幹運動について 

 顎関節症患者では，その頭部回転中心が健常

者と比較してばらつくことから，頭部だけでな

く体幹が動揺していることが推定された．これ

に対して，まず健常者では下顎の機能運動時に

体幹がどのような様相を示すかを検索した．そ

の結果，健常者では下顎開口時には前方に，ま

た閉口時には後方に動いており，開口量が増す

と頭部運動量と体幹動揺量が増すことが明らか

になった．（顎機能誌 2012） 
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